
地方創生×IT・AI活用人材 「シラバス・教材作成及び実証授業の実施」業務

科目名：地域課題実践プロジェクト
受講者数：9名
期間：R7年10月～R8年2月
概要：南阿蘇地域における「多文化共生の遅れ」「通過型観光（観光客の偏
り）」「少子高齢化」といった地域課題に対して、学生独自の視点から解決
策を模索し、学生主体でイベントを実施。
▼教材
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2. 実施スケジュール
プロジェクトは2025年10月下旬から2026年1月にかけて、企画立
案からイベント実行、振り返りまでの一連のプロセスを実践。

時期 フェーズ 主な実施内容

2025年10月
イントロダク

ション

地域課題の洗い出し、「International Breakfast 

Project」のテーマ設定と役割分担の検討

11月 企画・段取り

4P（WHO/WHAT/WHY/HOW）フレームワーク

を用いた企画の精査、予算管理、提供メ

ニューの決定

12月 準備・集客

ターゲット（17名）に向けた告知戦略（チラ

シ作成、SNS発信、フォーム作成）、コンテン

ツ準備（クイズ・プレゼン資料作成）

2026年1月 イベント本番

International Breakfast Project 実施

（8:30受付 / 9:00食事・プレゼン / 10:30交流ク

イズ / 12:30終了）

1月21日 振り返り

振り返りワークショップの実施（自己採点、

成果と反省、チームワークの評価、次へのア

クション設定）
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3. プロジェクトの成果と学生の振り返り（良かった点・課題点）
イベント終了後の振り返りワークショップから、当日のリアルな
手応えと、学生たちの具体的な成長・反省点は以下の通り。

【良かった点・成功要因】
①食を通じた異文化交流と「非日常」の提供
・リランカカレーやミャンマーのデザート・お茶など、日本人参
加者にとって普段味わうことのない新鮮なメニューを提供できた。
参加者がデザートをシェアして楽しむなど、食をきっかけに海外
への興味を持ってもらうことに成功した。
・お客様と学生が各国の料理や文化について深く語り合い、質問
に答える時間が十分に持てたことで、目的であった「自然に交流
できる場」を実現できた。

②臨機応変な現場対応とチームワーク
・本番では、準備がうまくいかなかった部分もありましたが、全
体の動きを見て時間を調整し、時間通りにイベントを終える「巻
き返しの力」を発揮した。
・調理場の人手が足りない時に別のメンバーがサポートに入るな
ど、多国籍なメンバーが役割分担を超えて自発的に助け合う、素
晴らしいチームワークが築けた。
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【課題点・次へのステップ】
①「伝える力」と事前準備の不足
・当日、緊張から参加者へ積極的に声をかけられなかったり、提
供したデザートなどの説明が不足してしまったりしたことが、多
くの学生の反省点として挙がった。「事前に話す内容を整理し、
自信を持って伝える」ことが次への明確な課題となった。
・プレゼン資料を作成する際も、時間がない中で情報の正確性を
もっと精査すべきだったという声があった。

②ターゲットに合わせたローカライズとメニュー調整
・「スリランカカレーの辛さをもう少し日本人向けに優しくすれ
ばよかった」「デザートのココナッツミルクが日本人の口に合う
か配慮が必要だった」「コーヒーはもう少し苦味のあるものを用
意すればよかった」など、ターゲットの味覚に合わせた細やかな
調整（ローカライズ）の重要性に気づくことができた。
・予定していたデザートの材料（チョコレート）が手配できない
などの準備不足もあり、事前の確実な段取りが求められる。

③交流コンテンツの拡充
・クイズ大会は笑顔が見られ好評でしたが、「もっと問題数を増
やせばさらに良かった」という意見があり、参加者をさらに楽し
ませるためのコンテンツの深掘りが今後の検討事項となった。

4. 総括
「阿蘇の朝から、世界とつながる」というコンセプトのもと実施
された本プロジェクトは、学生たちに大きな達成感と実践的な課
題の両方をもたらした。学生たちの自己評価は、厳しく反省点を
振り返る者から、無事にやり遂げたことに自信を持つ者まで様々
でしたが、共通していたのは「お客様の笑顔を引き出せた喜び」
と「チームで助け合えた実感」である。
言語や文化の壁、そして「イベント運営」という実務的な壁を乗
り越え、参加者に価値を提供できたこの経験は、単なる授業の枠
を超え、今後の社会人基礎力（コミュニケーション能力、柔軟な
対応力、課題発見・解決力）の確かな土台となった。
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